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§１．研究成果の概要 

 

 極低周波の振動からエネルギーを取り出すことを目指して、電気二重層エレクトレ

ット（永久電荷）という新材料を利用した振動発電素子の開発を行っている。電気二重

層エレクトレットとは、双極性の永久電荷をもつ材料である。電解質とポリマー材料

の混合物を電極で挟み電圧を印加することで形成される電気二重層を、化学結合で固

定することにより電気二重層エレクトレットが形成される。この電気二重層エレクト

レットを電極で挟み、電極を接触させる時、また離れるときに電流が発生することがわか

っている。しかし、この発電のメカニズムに関して理解が進んでいなかった。 
今年度、電気二重層が形成された前後で発生する電流を調べることで、電気二重層エレク

トレットによる振動発電が、静電誘導、接触帯電によって電流が発生することが明らかにな

った。（図１）電気二重層が形成されていない場合は、電極からゲルが剥がれるときに負の

電流が発生する。この場合は、接触帯電による発電と考えられる（左）。しかし電気二重層

を形成すると、正のイオンが触れる場合（右上）と負のイオンが触れる場合（右下）で発生

する電流の向きが逆になる。この場合、接触帯電に加えて、電気二重層による静電誘導が発

生する電流を決めていると考えられる。 
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図１ 電気二重層エレクトレットが解離した際に発生する電流量（黒線）と電極の位置（緑線）。（発生した電流

は 1MΩの抵抗を通って電圧に変換されている。）電極には三角波を加えており、0.25 秒近辺で電極とゲルが

接触し、0.6 秒後に電極とゲルが解離する。電極がゲルから解離する際に電流が発生する。（左）電気二重層

が形成されていないポリマーゲルを利用した場合は負の電流が流れるが、（右）電気二重層が形成された電

気二重層エレクトレットが接触する際に発生する電流は正のイオンが触れる場合（右上）と負のイオンが触れる

場合（右下）で発生する電流の向きが異なる。 

 

 

§２．研究実施体制 
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② 研究項目 

・振動発電素子のメカニズム解明 

・電気二重層の形成メカニズムの解明 

 


